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2020年य़から商用サービスがスタートした「5(」。
経ࢽࡁなどでも੝んにใじられているので、多くの人
がڵຯや関心を持っているだろうが、なかにはデータ
ྔを表す「5(CZUFT（Ϊガバイト）」など、ྨ ޠの*5用ࣅ
とࠞ同して分かりͮらいという人もいるかもしれない。
そこで、まずはվめて「5(」の定ٛをおさらいしてお
こう。

5(の「(」は「(FOFSBUJPO（世代）」の略で、ܞ帯ి話
やスϚートフΥンのීٴとともに進化を続けてきた移
動（モバイル）通信システムの、現時点で最新となる「ୈ
5世代」を意ຯしている（図1ࢀর）。

モバイル通信はこれまで約10年おきに世代が交代し
ており、2010年代は「-5&（-POH�5FSNɹ&WPMVUJPOɿ長
的な進化）」とも呼ばれる「4(」が主ྲྀだった。これظ
からの主ྲྀとされる5(は「高速・大容ྔ」「高信頼・௿஗
Ԇ」「௒多数接続」の3点で、4(をはるかに上ճる通信

さらにফ費ి力の௿減、高速移。（রࢀ図2）を実現ڥ؀
動する୺຤にも対応可、などのメリットもඋえている。

こうした特性から5(はスϚートフΥンなどモバイ
ル通信୺຤だけでなく、自動車や工作用ロボット、ҩ
ྍ機ث、υローン、؂視Χメラなど、多様な機ث・୺຤
での利用が想定されている。まさに、*P5社会のࠜװ
をなす通信インフラと言えるだろう。

೔ຊ੓෎͕ޙԡ͢͠ΔʮϩʔΧϧ�(ʯͱ͸ʁ

5(の商用֦大に向けて、現在、大手モバイル通信
キャリア֤社が5(に対応した基地ہの展開を進めて
いる。その一方で、૯務লはモバイル通信キャリアに
よる5(ネットϫークとは別に、企業や自࣏体がಠ自に
構ஙするプライベートな5(ネットϫークのීٴを後押
ししている。5(を自営ネットϫークとして構ஙする
にはి೾๏に基ͮく無線໔ڐの取得が必要となるが、
その໔ڐは౔地や建物など提供ൣғを限定して交付

「ローカϧ5(」が΋たらすࣗӦωοトϫーΫの࣌代
～5(のϝϦοトを、ΑΓ広ൣに、ΑΓॊೈに～

5(ʢୈ 5ੈ୅Ҡಈ通৴システϜʣの঎用αーϏスが開࢝され、෯޿い෼໺で 5(ωοトϫーΫのಋೖがݕ౼されてい
る。な͔でも஫໨をूΊているのが、モόイル通৴ΩϟϦアにཔることな͘、ۀا΍࣏ࣗମが“ࣗӦ”でߏ築͢る「ϩー
Χル5(」の׆用ͩ。「ߴ଎・大༰ྔ」「ߴ৴པ・௿஗Ԇ」「௒ଟ਺઀ଓ」といった 5(のϝϦοトを͔׆したϓϥイベー
トなແઢ通৴ωοトϫーΫをߏ築͢ることで、ۀا΍ࣾ会にどのΑうなՁ஋がもたらされるの͔。ࠓ回はϩーΧル5(
がもたらֵ͢৽と、ޙࠓのී֦ٴ大΁の見通しについてղઆ͢る。

⾣ਤ� Ҡ動（Ϟόイϧ）௨৴システムの進Խ
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されることから、日本では「ローΧル5(」と呼ばれて
いる。

日本੓෎がローΧル5(に஫力する背景には、υイツに
おける「インダストリー4�0」などの成ޭ例を౿まえ、
*P5の積極׆用によってモノͮくり産業のڝ૪力強化
を図り、さらに地域׆性化に׆用しようとのૂいがある。

工作用ロボットなどをԕִ制ޚしてޮ཰化・最ద化
を図る「スϚート工場」は、5(ಋ入がظ଴される分໺
の代表֨だが（図3ࢀর）、全国֤地で5(が利用可能に
なるのは2025年頃との༧ଌもあり、地方工場での実用
化にはまだ時間がかかる。モバイル通信キャリアの基
地ہ展開は、どうしても人ີޱ౓の高い都市෦が༏先
されるためだ。�

そこで、企業が自前の5(ネットϫークを構ஙできる
ようにすれば、ૣ にڥ々のニーズや؀ݸに、しかもظ
応じてॊೈにスϚート工場を実現できるというわけだ。

͕ࢶ͸ϩʔΧϧ�(Ҏ֎ʹ΋ଟ͘ͷબ୒ʹۀا

ローΧル5(の໔ڐਃ੥・交付などの制౓は、2019年

後半から۩体化。全国ن໛のモバイル通信キャリアが
対৅外となるなか、໔ڐ取得に໊乗りをڍげているの
は、෋࢜通をؚむ*5ベンダーやインターネット事業者、
ケーブル57事業者、通信キャリアからճ線をआりて
通信サービスを提供する .7/0（.PCJMF�7JSUVBM�
/FUXPSL�0QFSBUPSɿԾ想移動体通信事業者）などだ。

ローΧル5(はʠ自営ʡが特௃とは言え、ઐ໳的なٕ
ज़・ノ΢ϋ΢を持たない企業がಠ力で構ஙできるもの
ではない。そこで、上هのようなઐ໳事業者が5(ネッ
トϫークを׆用したιリューションを提Ҋし、ಋ入対
৅となる౔地や建物での໔ڐ取得を支ԉするというܗ
でීٴが進んでいくだろう。

すでに多様な分໺で提Ҋがスタートしているが、す
ぐに全国֤地でローΧル5(が展開するとはいかない
だろう。というのも、自営の無線通信ネットϫークを
構ஙする手段はローΧル5(だけではない。طଘの4(
ネットϫークを׆用した「自営 #8"（#SPBECBOE�
8JSFMFTT�"DDFTTɿ広帯域移動無線アクηスシステム）」
と呼ばれる仕組みもあれば、その他の無線通信方ࣜに
よる仕組みもෳ数ଘ在する（コラム1ࢀর）。
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ແઢ௨৴ωοτϫʔΫͷ༷ʑͳछྨᶃ

ɹແઢ通৴ωοトϫーΫは、έーϒルなどをհ͢ることな͘ثػ΍୺຤とデーλのૹड৴
がで͖るϝϦοト͔ら、ࢹ؂΍ޚ੍ثػなど෯޿い෼໺でར用が֦大している。ͦ のํ式
としては、モόイル通৴システϜをར用したものҎ֎にもଟ͘の࢓組みがଘࡏしている。
ɹ最もਁಁしているのが「8J�'J」ͩ Ζう。もともとはແઢ-"/ʢ-PDBM�"SFB�/FUXPSLʣ
のٕज़で、モόイル通৴システϜにൺ΂て通৴ڑ཭が୹͘、通৴の৴པੑはྼるものの“ア
ンϥイηンスόンυ”とݺ͹れる໔ڐなどがෆཁなप波਺ଳをར用しているたΊ、̓ Ձに
ಋೖで͖るϝϦοトがある。
ɹまた、8J�'J とಉ༷のۙڑ཭ແઢ通৴ٕज़として、情ใثػ΍ΦーデΟΦثػなどでར
用されている「#MVFUPPUI」、ަ 通ܥ*$ Χーυなどでར用されている「/'$ʢ/FBS�'JFME�
$PNNVOJDBUJPOɿۙ 
֨ن཭通৴ແઢڑ」などがある。さらにۙ೥では、গないデーλྔな
ら௕ڑ཭の通৴もՄೳな-18"ʢ-PX�1PXFS
�8JEF�"SFBɿলి力޿Ҭແઢٕज़ʣ「4JHGPY
ʢ˞ʣ」΍「-P3B」「/#�*P5」も、*P5 にదしたແઢ通৴として஫໨されている。

ແઢ௨৴方ࣜの種ྨ
௨৴ڑ཭

௨৴଎度（CQT）

⾣ਤ2 �Gから�G΁の進Խ ⾣ਤ� ϩーカϧ�Gの୅ද的な༻్ྫ

˞ϑϥンスの4JHGPYࣾがఏ͢ڙる-18"ωοトϫーΫ。����೥ࡏݱ、ੈ քで��Χࠃにల開し、೔本ではژηϥάルーϓがఏڙ。

ᶃߴ଎大༰ （ྔF.##）
・௒ߴਫ਼ࡉなը૾ ・֦ ுݱ （࣮A3）

ᶅߴ৴པ௒௿஗Ԇ
（U3LL$）

・ԕִखज़ ・ࣗ 動ӡస

ᶄ௒大ྔ઀ଓ
（N.T$）

・スϚーτシテΟ ・IPT
�LN2ݸ��0

20GCQT

�(
�(

�ミリඵ

�LN2ݸ��0

�GCQT

�0ミリඵ

԰ɹ಺

԰ɹ֎

԰ɹ֎
ෑ஍಺

遠
隔
監
視
・
警
備

εϚʔτ
৔޻ ςϨϫʔΫ

εϚʔτ
ελδΞϜ

ॏػ
ԕִૢ࡞

εϚʔτ
೶ۀ

࣌֐ࡂ
ԕִૢ࡞

�N

�0 �. �0. �00. �G 20G

�0N

�00N

�LN
SJHGPY Ϟόイϧ௨৴システム

�G  ˠ  �G  ˠ  �G

/F$

8J�FJ
#MVF�
UPPUI

family_vol394_P6-9.indd   7 2020/04/03   9:29



8 Family394号 2020.4.20 Family394号2020.4.20

ローΧル5(にڵຯを持つ企業・自࣏体は多いもの
の、まずはࢼ験的にಋ入し、他の手๏とൺֱ検討する
という状況が当面は続くと見られている。

ϩʔΧϧ�(ීٴͷݤ͸අ༻ରޮՌ

5(が4(もؚめた他の無線通信ٕज़とのڝ૪にউち
抜き、広くීٴするための最大のポイントとなるのが

「価֨」だろう。
ローΧル5(は、アンライηンスバンυを利用する

8J�'Jはもちろん、4(による自営#8"にൺ΂てもಋ
入時のコストෛ担が大きい。これは、5(が不経ࡁなシ
ステムだという意ຯではない。まだ5(に対応した୺
຤や機ثがීٴしてなく、大ྔ生産によるコストダ΢
ンが難しいという、ʠ࣍世代ٕज़の໋॓ʡとも言う΂き
事৘によるものだ。

Ճえて、5(で利用するप೾数帯域のうち、最初に利
用可能となるप೾数帯域はڱく、かつ高प೾なためѻ
いͮらいという状況も、コストダ΢ンを難しくしてい
る（コラム2ࢀর）。

こうした現状が続く限り、গしくらい఻送速౓、信
頼性がྼっていても、手ܰにಋ入できる8J�'Jや、すで
にීٴしていて機ثコストを抑えやすい自営#8"を
選Ϳという൑அもे分にあり得る。提Ҋするଆにも、

ローΧル5(ありきではなく、ニーズや༧算を౿まえて、
他の方ࣜもؚめたॊೈなιリューションが求められる
だろう。

日本でローΧル5(がීٴし、多くのモノͮくり企業
がそのメリットをڗ受するには、費用対ޮՌを高める
ためのコストダ΢ン、つまり5(用の୺຤・機ثのීٴ
֦大が欠かせない。そのスϐーυを上げるには、これ
から֤分໺でスタートするトライアルの中から「どう
しても5(でなければ」というʠキラーアプリケーショ
ンʡが出てくるかどうかがݤになると考えられる。

ϩʔΧϧ�(ͷτϥΠΞϧ͕ਐΉྖҬͱ͸ʁ

2020年य़からの商用サービス開始を受けて、幅広い
分໺でローΧル5(のトライアルがスタートするもの
と見られている。そのなかから、ローΧル5(ならでは
のメリットが֬認でき、そのීٴに஄みをつけること
がظ଴される用్をいくつか঺հしよう。

①山間部や海岸地域などのスマート工場
前ड़のとおり、「スϚート工場」はローΧル5(への

଴が大きい分໺だが、なかでも検討が進んでいるのظ
が、事ނなどສ一のࡍのपลڥ؀へのӨڹを഑ྀして、
人Ոのগない山間෦や海؛地域などに設けられた大ن

ϩʔΧϧ�(͕ར༻͢Δप೾਺ଳҬ

ɹϩーΧル5(にׂり౰てられることがݕ౼されているप波਺ଳҬ
は、ਤに੺఺ઢ࿮でࣔ͢Αうに、��5()[ ଳの「���(ʙ���()[」と
��()[ ଳの「����(ʙ����()[」の�つがある。
ɹこのうͪ��()[ ଳの「����( ʙ����()[」は、͢ でにྡ઀͢る
ଳҬとのׯবௐࠪなどのݕ౼がऴΘっていて、���� ೥�� 月に໔

]ਃ੥のड付が開࢝した。たͩし、��(Iڐ ଳはप波਺がߴいたΊ通
৴੍ޚが೉しいうえに、ਤでも෼͔るΑうに、౰໘はڱいଳҬし͔
るのは、Α͢ٴ用で͖ない。このたΊ、ϩーΧル5(が本֨తにී࢖
りѻい΍͘͢てଳҬの޿い��5(I[ ଳのௐ੔がࡁΜで͔ら、との見
ํもある。
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໛工場である。こうした立地では、モバイル通信キャ
リアの基地ہが整උされていないケースもあり、接続
する୺຤のྔや求められる඼質・信頼性の高さからし
ても、ローΧル5(へのニーズは高い。

②大規模建機などの遠隔操作
大ن໛な建設機ցをѻうにはख़࿅のٕज़を要するが、

多くの現場でオϖレーターの高齢化が深ࠁ化している。
ローΧル5(によってԕִૢ作が可能になれば、日々、
事務所から現場へと移動するෛ担もなく、災害現場な
どݥةを൐う場合でも安心してૢ作可能だ。

③リモート診療
ҩࢣ不足や感છ঱対策などの対策として、離れた෦

԰にいるױ者の様ࢠを4,ʗ8,の高ਫ਼ࡉなө像で観࡯
し、إ৭の変化などをࡉかくチΣックしながらのリ
モート診ྍがظ଴されている。大容ྔの画像を஗Ԇな
くやり取りすることが求められる用్では、5(ならで
はの༏れた通信඼質がҖ力を発شすると見られている。

なお、こうしたローΧル5(のトライアルを容易かつ
௿コストで実施するための仕組みとして஫目されてい
るのが、「1P$（1SPPG�PG�$PODFQUɿ概念実証）」と呼ばれ
る手๏だ。

୹ظ間で安価に構ஙして1P$を行いηンシングや
ԕִૢ作などの機能やޮՌを֬認・検証することで、
本֨ಋ入時のෛ担をܰ減できるとظ଴されている。費
用対ޮՌがීٴへの՝題となるなか、今後、ローΧル
5(のトライアルを׆性化させるためには、こうした取
り組みが重要になるだろう。

෋࢜௨͕ϩʔΧϧ�(ʹ஫ྗ͢Δཧ༝

෋࢜通は、ૣ くから5(時代のιリューション開発に
஫力し、その一؀としてローΧル5(についてもௐ ・ࠪ
国への提言を進めるとともに、事業化に向けて・ڀݚ
໔ڐ取得の४උを進めてきた。入念な४උのߕ൹あっ
て、2020年3月には、国内で初めて、ローΧル5(の無線
。を取得し、運用を開始したڐ本໔ہ

今ճの໔ڐ取得は「෋࢜通新઒࡚テクノロジースク
エア」（ਆಸ઒ݝ઒࡚市）を対৅としたもので、同ڌ点
内に5(無線ہを設ஔし、高ਫ਼ࡉө像を׆用したηキュ
リテΟ強化に׆用する。また、お客様やύートナー企業
とのローΧル5(の実証スϖース「'6+*546�コラボレー
ションラボ」を開設し、業務ֵ新や地域՝題の解決に向
けたローΧル5(の様々なユースケースを創出する。

෋࢜通では、これをൽ切りに、他の事業所や工場、グ

ループ会社でもローΧル5(
の໔ڐを取得し、同様の実
証の場を設けていく。そこ
には、お客様やύートナー
にローΧル5(のメリットを
実感していただくことにՃ
え、ローΧル5(を利用した
新しい価値を生み出す場に
したいとのૂいもある。

ローΧル5(は、それ自体
が付Ճ価値の高いιリュー
ションだが、同時に新しい
価値創造のためのツールにもなり得るというのが、෋
࢜通の考えだ。ローΧル5(には、対৅とするエリア内、
施設内で、より大ྔかつ多様なデータをリアルタイム
に集約できるというメリットがある。そうして集約し
たビッグデータを、෋࢜通が強みとするデータ解ੳ・
用すれば、新たなιリューションが׆用ٕज़で有ޮ׆
生まれてくるはずだ。

੓෎がローΧル5(によって日本のモノͮくり産業
のڝ૪力強化を目指すのと歩ௐを合わせて、෋࢜通は
これからもローΧル5(ಋ入による企業の՝題解決は
もちろん、ローΧル5(を駆使した新たなιリューショ
ン提Ҋに஫力していく。

ICT࠲ߨૅج
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